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「正直に言って、Ａについては、いさ
さか持て余しているというか…」
経理部長のＢは、Ｃ社長に向かって
こう切り出した。
「話はおおよそ聞いているよ。はっき
り言えば、いらない…」
「いや…そこまでは…」
「はっきり言ってくれたほうが良い。
実際に職場ではどうなの？」
「…なんというか…」
「歯切れが悪いね。Ａとのコミュニケ
ーションは取れてるの？」
「…」
「最近Ａと話をしたのは…？」
「あまり話をしないので…」
「それでも業務上の指示くらいはする
だろう」
「それが…」
「それが？」
「私の指示は、ほとんど、というか、
一切聞き入れない、というか…」
「それは業務命令違反だろ」
「まぁ、そうなんですが」
「税理士資格を持つＡの専門領域には
踏み込めない、気後れする…そういう
こと？」
「…そうかもしれませんが…」
「君は上司なんだから、Ａをマネジメ
ントすることが仕事であって、Ａの方
が専門スキルが高いから業務指示がで
きない、ということでは困る。」
「ですが、実際にＡがしている仕事
は、Ａ以外にできませんし、Ａにお任
せ状態なので…」
「何でＡ以外にできないの？Ａの業務
すべてが、専門的に高度すぎるという
訳ではないだろう」
「そうなんですが、サポートを付けて
も、結局すべて自分でしてしまう、と
いうより、仕事を別の誰かにして欲し
くない、と…」
「彼がそう言ったのか？」
「そのようです…」
「君の仕事は、そこだよ！」
「…そこ、とは…？」
「Ａの仕事を分散させることだ」
「いや…それは…」
「できない？」
「…はい…」
「どうして？」
「彼にその気持ちが全くありません」

「これは業務命令
だよ」
「それはそうなん
ですが…」
「経理の専門屋と
してしか活用でき
ないなら、何も直
接雇用する必要も
ないだろう」
「えっ…」

「顧問税理士に依頼すればいい」
「ですが、今すぐには…」
「もちろんだ。まずは君がＡを見極め
ることが必要だよ。うちの従業員とし
て、仕事をさせるべき人材かどうか」
「はぁ…」
「あと、これは上司として伝えておく
べきかと思うが、具体的なことは言え
ないし、内密にしておくように」
「はい…」
「実は、Ａの言動に対してハラスメン
トの申告があったことから、事実関係
を調査中だ」
「そ、そんなことが…」
「君も職場で気になることがあれば、
逐一伝えて欲しい」
「確かに、Ａは職場での発言は横柄で
すし、周りを見下すように、バカにす
るようなところがあります」
「なんだ、気が付いてるのか？」
「日常的ですので」
「それで、君は何をしている？」
「何、と言われましても…」
「上司は見て見ぬふりをしている、と
いう指摘もある」
「そ、それは…」
「今回の調査で、いきなり君の処分と
いう話にはならないだろうが、改めて
上司としての対応について、改善指導
程度はある、と言っておく」
「ですが、注意をしたところでＡは反
省もしなければ、自分の言動を直そう
ともしません。逆に機嫌が悪くなっ
て、職場の雰囲気が悪くなりますし、
仕事にも…」
「だから黙認していたと？」
「…仕事優先、ということで…」
「それは理由にならないな」
「ですが、そこで注意をＡにしたら、
どうなっていたことか…」
「だから、ハラスメントは我慢しろ、
そう聞こえるが…」
「…えぇ、まぁ、時と場合によりけり
ですが…」
「時と場合によって、ハラスメントは
我慢しなければならない、という考え
方は、大きな間違いだよ」
「お言葉を返すようですが、現実の問
題として…」
「もちろん、ハラスメントをゼロにす
ることは、確かに至難だろう」
「そのとおりです」
「だが、起きてしまったハラスメント
を黙認することとは、話が全く違う」

「どういうことでしょうか。ハラスメ
ントが起きてしまうことはやむを得な
い訳ですし…」
「起きてしまったハラスメントに対し
ては、上司として対応する義務があ
る、ということだよ」
「ですが、注意をすれば、Ａはさらに
エスカレートします」
「…Ａは、そもそもハラスメントを理
解できないのかもしれないな」
「どういうことですか？」
「自分の言動がハラスメントになるこ
とが分からないか、あるいは、ハラス
メントをしてはならないもの、という
認識ができない…」
「そんなことは…」
「だから、何度でも繰り返す。しかも
誰も注意もしない…」
「…」
「これじゃ、困るんだよ」
「ですが、やはり注意はできません」
「どうして？」
「職場か混乱します」
「じゃあ、どうする？」
「あの…これは、以前から考えていた
のですが、Ａを異動させては…」
「どこに？」
「実は、今の経理部の奥に消耗品の倉
庫になっているような部屋があるので
すが…」
「そこをＡの仕事場にすると…」
「そうです。仕事は自分一人でしかや
りませんし、勝手な一匹狼ですから」
「うーむ、確かにハラスメントの再発
防止として、当事者間の隔離措置を取
る、という理屈も成り立つ…だが、問
題は、何をさせるか、だな」
「これまで通りの仕事では…」
「問題は、ハラスメント対策ではな
い。Ａが人材としてどうか、だ」
「それで、Ａを見極めろ、と」
「その通りだ。ようやく話が核心に戻
ったな」
「失礼しました」
「いや、別に失礼されてないよ。話を
横道にそらしたのは俺だから」
「はぁ…」
「だが、そのおかげで、Ａの配置換え
は決まった」
「えっ、そうなんですか」
「え、って、何か問題があるの？」
「いや、そんなに急に…」
「君の提案だよ。それでいい。これは
既定方針とする」
「…はい…」
「そこでだ…何をさせるのか…」
「これまで通りの仕事ではない、と」
「それは、今後、Ａを人材としてどう
活用するか、によるだろう」
「つまり、クビにする、ということで
しょうか」
「その前に、企業として、費用対効果
を考える必要がある」
「Ａの報酬ですね」
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「そうだ。既に知っているだろうが、
Ａは部長待遇で入社しているから、報
酬額自体は、君とあまり変わらない」
「ええ」
「報酬に見合った仕事をしているか、
という問題がある」
「確かに、先ほど社長が言われた通
り、Ａの仕事は会計事務所に依頼すれ
ば、費用は何分の一、いや、もっとコ
スト削減になると思います」
「Ａの雇用を継続するメリットは？」
「…」
「このままＡの業務を会計事務所に委
託することは可能かね？」
「すべて、という訳にはいかないと思
いますが、Ａが入社する以前の状況に
戻るだけで…」
「ハハ、確かにそうだな。しかしそれ
で困らないということも、逆に言えば
問題だな。Ａの採用は何だったのか」
「上場を見据えて、完全自計化の推進
と、経理意識、収支に対する意識の向
上…だったかと…」
「ところがＡがしたのは、一般的な税
理士業務に毛が生えた程度…」
「いろいろ独自に研究しているそうで
すが…」
「ウチは会計研究所じゃない…そう
か、会計研究室、これでどうだ」
「奥の倉庫の新しい名前ですね」
「室長の肩書も付けてやればいい」
間もなくＡに対して、会計研究室室
長を命ずる、という辞令が下った。Ａ
は、これまで関わってきた会社の経理
業務すべてから外されたことに、憮然
としつつも、給料も変わらず、勝手気
ままなことをしていればいい環境に、
まんざらでもなかった。
そして３カ月後、会計研究室の採算
が取れないとして、閉鎖することにな
った。同時にＤ人事部長から、引導を
渡された。
「どういうことでしょうか」
「正直に言って、君の研究成果を発揮
できる環境が、わが社にはない」
「研究は、まだ途中です」
「その研究の結果は、わが社にどのよ
うな利益をもたらすか、説明が必要と
思うが…」
「…それは、その成果の恩恵を…」
「どのような利益か、具体的に…」
「…会計スキームを外部に提供し、報
酬を得ることが…」
「ウチは会計事務所でも、経営コンサ
ルでもないんだけど…」
「ですが…経営多角化の一環として…
決して損はないかと…」
「損はない…？」
「…」
「とりあえず、社内で検討の上で、改
めて回答します」
これを聞いたＣ社長はほくそ笑んだ。
「自ら墓穴を掘ったな」
「社長もそう見ましたか」

「ど、どういうことで…？」
Ｂ経理部長がいぶかしげに聞いた。
「会計研究室を採算ベースに乗せるこ
とを、自ら明言した」
「はぁ…」
「これで不当配転を主張される余地が
無くなった。それと、研究室の経営責
任を問える環境を自ら設けた」
「なるほど…」
「Ａに対して、３カ月の猶予を与える
から、成果を出すように伝えてくれ」
「承知しました」
「それと、その間のＡの賃金は、課長
待遇とするが、３カ月後の結果次第で
元に戻す、とも…」
Ｂ経理部長がにんまりした。
「ですが、成果を出した場合は…？」
「成果が出れば、なお結構だろう。い
やいや、成果を出してもらわなければ
困る。Ａには、ぜひとも…うむ…」
建前上そう言わなければ、ブラック
などと言われかねない、そんなＣ社長
意図を読み取ったＤ人事部長は、思わ
ず苦笑いをした。
研究室の閉鎖をとりあえず免れたＡ
だったが、降格の上、３カ月後の結果
を強いられることになった。これが自
分を離職に追い込む罠などとは、少し
も思っていない。むしろ、一人で誰に
も邪魔をされない環境に、半ば喜々と
してデスクに向かっている。
でも、研究の成果で利益を上げるな
どと大風呂敷を広げたＡだったが、マ
ーケットのニーズを把握するための市
場調査などをしているはずもなく、Ａ
の個人的な趣味以外の何物でもないオ
タクな研究で利益が上がる訳がない。
結局３カ月後、何ら成果もなく、会
計研究室は閉鎖されることになった。
Ａは自分の責任問題を問われるのでは
ないかと、戦々恐々としていたが、Ｃ
社長らの対応に拍子抜けした。
「Ａ先生、先生の成果は、わが社のよ
うな規模の小さい企業では、とても活
かしきれない。むしろ、もっと大きな
企業で、その才能を活用すべきです」
「そうです。私も先生のような専門性
を職場で生かし切れず、申し訳ない思
いでいっぱいでした。これからは、さ
らに一段高いところから、お仕事をさ
れるべきです」
「Ｂ経理部長の言う通りです。幸いに
も、わが社の取引先に、国内最大手の
Ｅ工業があります。実は、先生のお話
をしたところ、ぜひ直接話を聞きたい
ということで、すでに段取りを整えて
おります。よろしければこれから伺う
ことができますが…」
ＡはＤ人事部長の話に、有頂天にな
って、うなずいた。
「それでは、これからＥ工業のＦ人事
部長に連絡しますので、先生は、この
退職届にサインをして頂けますか。」
Ａは夢心地でサインに応じた。

当事者の真意を読み取り、問題に対する
認識のギャップを埋め、話をつなぐ
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な解決を促進します。
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ます。初回ご相談メー
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